
１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

  

（注）１ 当四半期における配当予想の修正有無：無  

   ２ 23年３月期の配当金予想につきましては、現時点では上記の範囲内にて予定しております。 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  36,510  37.3  484  －  433  －  70  －

22年３月期第１四半期  26,596  △43.6  △899  －  △909  －  △913  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  3.25 ―   

22年３月期第１四半期  △42.08 ―   

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  85,852  23,229  26.9  1,058.95

22年３月期  82,095  23,871  28.9  1,088.44

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 23,071百万円 22年３月期 23,713百万円

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期 ―   7.50 ― 7.50  15.00

23年３月期 ―   

23年３月期（予想） 
～

7.50

10.00
―  

～

7.50

10.00

 

～  

15.00

20.00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  71,000  27.3  700  －  700  －  450  －  20.65

通期  148,000  22.5  2,000  －  2,150  －  1,350  －  61.96



  

４．その他（詳細は、添付資料３ページ「２．その他の情報」をご覧下さい。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規      －社 （社名）                         除外      －社  （社名） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更に伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表 

   作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短

信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続を実施中です。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）２ページ

「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

 また、当期の配当予想につきましては、現時点においても引続き不透明な経営環境であることを鑑み、上記の予想

に変更はございません。なお、今後の経済情勢・需要動向に注視しつつ、具体的な配当予想額の開示が可能となった

時点で速やかに開示いたします。  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 21,790,350株 22年３月期 21,790,350株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 3,475株 22年３月期 3,421株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 21,786,891株 22年３月期１Ｑ 21,717,129株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間における我が国経済は、中国、インド等新興国の需要に牽引され輸出主導による回復が

見えてきました。 

このような状況下におきまして、当社グループの連結業績は、主要取引業界である商用車を中心とした自動車業界

の回復と中国向けの輸出により大幅に回復している建設機械業界に支えられ、売上高は365億1千万円(前年同期比

37.3％増)となりました。 

収益面におきましても、販売量の増加により、営業利益は4億8千4百万円(前年同期は8億9千9百万円の損失)、経常

利益は4億3千3百万円(前年同期は9億9百万円の損失)、四半期純利益は7千万円(前年同期は9億1千3百万円の損失)とな

りました。 

鉄鋼事業では、主力の商用車業界をはじめとして販売数量が増加したことにより、売上高は250億9百万円(前年同期

比48.2％増)となりました。 

 非鉄金属事業では、販売数量の増加及びアルミ地金等の価格の上昇の影響が大きく、売上高は40億2千2百万円(前年

同期比82.7％増)となりました。 

 電子材料事業では、プリント配線基板用積層板等の販売について、国内における欧米向けの調整が入ったものの海外

での旺盛な需要により、売上高は44億3千2百万円(前年同期比23.4％増)となりました。 

 ライフ営業事業では、通販・テレビショッピング、カラオケ等が堅調に推移したことにより、売上高は22億6千万円

(前年同期比5.3％増)となりました。 

 機械・工具事業では、工具においては主力の商用車業界の生産増により回復してきておりますが、機械においては老

朽機器の更新需要があるものの依然として厳しい状況に変わりはなく、売上高は7億8千6百万円(前年同期比55.9％減)

となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べて37億5千7百万円増加し、858億5千2百

万円となりました。その要因の主なものは、流動資産において受取手形及び売掛金や商品及び製品が60億2百万円増加

したことに対し、現金及び預金が3億7千5百万円減少、その他流動資産が8億9千7百万円減少及び投資有価証券が10億6

百万円減少したことであります。 

負債合計は前連結会計年度末に比べて43億9千9百万円増加し、626億2千3百万円となりました。その要因の主なもの

は、支払手形及び買掛金が43億2千9百万円増加したことであります。 

純資産合計は前連結会計年度末に比べて6億4千2百万円減少し、232億2千9百万円となりました。その要因の主なも

のは、利益剰余金が1億3千9百万円減少したこと、その他有価証券評価差額金が4億6千4百万円減少したことでありま

す。  

  

(キャッシュ・フローの状況) 

当第１四半期末における現金及び現金同等物の残高は23億5千万円となり、前連結会計年度末に比べ3億7千6百万円

の減少となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは11億9千2百万円の支出となりました。主な要因は、売上債権及びたな卸資産

の増加額58億5千万円に対し仕入債務の増加額41億8千7百万円であります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは3億3千2百万円の収入となりました。主な要因は、投資有価証券の売却による

収入7億4千6百万円に対し有形固定資産の取得による支出3億7百万円であります。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは4億5千4百万円の収入となりました。主な要因は、短期借入金の増加8億9千7百

万円に対し、長期借入金の返済による支出2億7千7百万円及び配当金の支払額1億6千3百万円であります。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

今後の我が国経済における当社グループの主要取引業界である自動車業界は、輸出を含めた国内生産の回復が見え

るなか、９月末に終了するエコカー買い替え補助金や９月からの新排ガス規制を前にした駆け込み需要に対する10月以

降の反動減が懸念されております。又国内全般における設備や雇用の過剰感は拭えず、我が国経済の本格的な回復には

まだ道半ばであります。 

そのような環境の中、国内外の当社グループが相互に連携し更なる拡販、新商品・新商材の開発を進めていく所存

であります。 

なお、今期の連結業績予想については、本年５月13日の平成22年３月決算発表時に公表しました予想数値に変更は

ありません。  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

佐藤商事㈱（8065）　平成23年3月期　第１四半期決算短信



（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 実地棚卸を省略し前連結会計年度末に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計処理基準に関する事項の変更  

（資産除去債務に関する会計基準の適用）  

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

用しております。 

これによる営業利益及び経常利益への影響は軽微ですが、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額として特

別損失に12百万円を計上しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は34百万円で

あります。  

（「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用） 

 当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）を

適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 

 これにより期首の利益剰余金に与える影響は軽微であります。また、損益に与える影響はありません。  

②表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用によ

り、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。  

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,810 4,185

受取手形及び売掛金 43,187 37,749

商品及び製品 13,967 13,403

繰延税金資産 313 273

その他 988 1,885

貸倒引当金 △78 △82

流動資産合計 62,187 57,414

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,821 4,903

土地 6,012 6,011

その他（純額） 2,415 2,298

有形固定資産合計 13,248 13,213

無形固定資産 171 197

投資その他の資産   

投資有価証券 7,437 8,443

その他 4,160 4,032

貸倒引当金 △1,354 △1,206

投資その他の資産合計 10,243 11,268

固定資産合計 23,664 24,680

資産合計 85,852 82,095
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 31,541 27,212

短期借入金 19,485 18,867

未払法人税等 356 283

賞与引当金 252 304

役員賞与引当金 － 23

その他 1,304 1,547

流動負債合計 52,941 48,238

固定負債   

社債 1,100 1,100

長期借入金 3,847 3,861

繰延税金負債 1,468 1,782

役員退職慰労引当金 173 163

退職給付引当金 472 509

その他 2,620 2,567

固定負債合計 9,681 9,985

負債合計 62,623 58,224

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,319 1,319

資本剰余金 880 880

利益剰余金 19,180 19,319

自己株式 △1 △1

株主資本合計 21,378 21,517

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,784 2,248

繰延ヘッジ損益 △1 0

為替換算調整勘定 △90 △52

評価・換算差額等合計 1,692 2,195

少数株主持分 157 157

純資産合計 23,229 23,871

負債純資産合計 85,852 82,095
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 26,596 36,510

売上原価 25,599 33,822

売上総利益 996 2,688

販売費及び一般管理費 1,895 2,204

営業利益又は営業損失（△） △899 484

営業外収益   

受取利息 9 3

受取配当金 55 58

受取賃貸料 41 36

その他 57 66

営業外収益合計 164 165

営業外費用   

支払利息 95 70

手形売却損 2 －

売上債権売却損 10 13

持分法による投資損失 64 84

その他 2 47

営業外費用合計 174 215

経常利益又は経常損失（△） △909 433

特別利益   

固定資産売却益 8 1

補助金収入 － 1

特別利益合計 8 3

特別損失   

固定資産除売却損 1 1

投資有価証券評価損 13 51

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 12

特別損失合計 14 64

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△915 372

法人税、住民税及び事業税 10 336

法人税等調整額 △9 △35

法人税等合計 0 300

少数株主損益調整前四半期純利益 － 71

少数株主利益又は少数株主損失（△） △2 0

四半期純利益又は四半期純損失（△） △913 70
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△915 372

減価償却費 247 266

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4 143

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △92 －

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △33 9

退職給付引当金の増減額（△は減少） 0 △37

受取利息及び受取配当金 △65 △62

支払利息 95 70

持分法による投資損益（△は益） 64 84

補助金収入 － △1

投資有価証券評価損益（△は益） 13 51

固定資産除売却損益（△は益） △7 △0

売上債権の増減額（△は増加） 5,159 △5,339

たな卸資産の増減額（△は増加） 3,928 △511

仕入債務の増減額（△は減少） △7,122 4,187

その他 684 △156

小計 1,962 △923

利息及び配当金の受取額 347 61

補助金の受取額 － 1

利息の支払額 △94 △68

法人税等の支払額 △43 △263

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,172 △1,192

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △299 △307

有形固定資産の売却による収入 21 2

無形固定資産の取得による支出 △1 △4

投資有価証券の取得による支出 △5 △15

投資有価証券の売却による収入 0 746

子会社株式の取得による支出 △191 △7

その他 51 △82

投資活動によるキャッシュ・フロー △425 332

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △563 897

長期借入金の返済による支出 △258 △277

配当金の支払額 △326 △163

その他 △3 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,151 454

現金及び現金同等物に係る換算差額 1 △4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 596 △409

現金及び現金同等物の期首残高 3,896 2,726

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 34

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,492 2,350
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 該当事項はありません。  

  

  

 前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

  

  

 前第１半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日）において、本邦の売上高は、全セ

グメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記載を省略していま

す。  

  

  

 前第１半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日）において、海外売上高は、連結売

上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しています。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

  
鉄鋼 

 (百万円） 

非鉄金属 

 (百万円） 

電子材料 

 (百万円） 

金属雑貨 

(百万円) 

機械・工具 

(百万円) 

計 

 (百万円） 

消去又は全社 

 (百万円） 

連結 

(百万円) 

 売上高 

(1)外部顧客に対する売上高   

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高  

  

  

 

  

 

  

16,875

－

  

  

 

  

 

  

2,201

－

  

  

 

  

 

  

3,591

－

  

  

 

  

 

  

2,147

－

  

  

 

  

 

  

1,781

－

  

  

 

  

 

  

26,596

－

  

  

   

  

   

  

－

－

  

  

 

  

 

  

26,596

－

計  16,875  2,201  3,591  2,147  1,781  26,596    －  26,596

 営業利益又は営業損失（△）    △915    △111    51    54    22    △899    －    △899

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

佐藤商事㈱（8065）　平成23年3月期　第１四半期決算短信



  

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、 高経営意思決定機

関が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

 当社は取り扱う商品をベースとした組織編制を行っており、組織ごとに計画、実績を把握しております。従っ

て、当社は取り扱う商品ごとに「鉄鋼事業」、「非鉄金属事業」、「電子材料事業」、「ライフ営業事業」、

「機械・工具事業」の５つを報告セグメントとしております。 

「鉄鋼事業」は、普通鋼、特殊鋼及び建築用の資材、機材を販売しております。 

「非鉄金属事業」はアルミニウム、銅等の素材や加工品を販売しております。 

「電子材料事業」はプリント配線基板用の積層板材料、製造にかかわる副資材などを販売しております。 

「ライフ営業事業」は金属洋食器・カトラリー、貴金属・アクセサリー、テーブルウェアや厨房器具などの

業務用品、企業のセールスプロモーション用ノベルティーグッズなどのほか、北欧デンマークデザインのテ

ーブルウェアブランド「ＤＡＮＳＫ」や、日本を代表する工業デザイナーであり文化功労者の「柳 宗理」氏

のデザイン商品などを販売しております。 

「機械・工具事業」は工作機械及び切削工具、研削砥石などを販売するとともに、総合的なファクトリーオ

ートメーションの提案も行っております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日)  

（注）１ セグメント損益は四半期連結損益計算書の営業損益と一致しております。  

      ２ 当第１四半期連結会計期間より、「金属雑貨」の名称を「ライフ営業事業」に変更致しました。 

        なお、当該変更は、名称変更のみであり、事業区分の方法に変更はありません。  

      

   （追加情報） 

 当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 

平成20年３月21日）を適用しています。 

    

     

 該当事項はありません。 

  

【セグメント情報】

  
鉄鋼事業  

 (百万円） 

非鉄金属事業 

 (百万円） 

電子材料事業 

 (百万円） 

ライフ営業事業 

(百万円) 

機械・工具事業 

(百万円) 

合計 

 (百万円） 

 売上高 

 外部顧客に対する売上高   

 セグメント間の内部売上高又

は振替高  

  

  

 

  

 

  

25,009

－

  

  

 

  

 

  

4,022

－

  

  

 

  

 

  

4,432

－

  

  

 

  

 

  

2,260

－

  

  

 

  

 

  

786

－

  

  

 

  

 

  

36,510

－

計  25,009  4,022  4,432  2,260  786  36,510

 セグメント利益 

 又はセグメント損失（△）  
   353    22    82    38    △12    484

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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